
 

  

   
 

【報道機関からのお問合せ】  

近畿大学医学部・病院事務局 総務広報課 担当：南川・石井 

TEL：（072）366-0221 FAX：（072）365-8300  

E-mail：syomu@med.kindai.ac.jp 

催しのご案内 

平成 29 年（2017 年）9月 11 日 
報道関係各位 

近畿大学、大阪市立大学、大阪府立大学、関西医科大学 
神戸市看護大学、神戸大学、兵庫医科大学 

 

 

 

 
 
近畿大学（大阪府東大阪市）、大阪市立大学、大阪府立大学、関西医科大学、神戸市看護

大学、神戸大学、兵庫医科大学の 7 大学は、同じ疾患でも一人ひとりの体質に合った医療

を提供する「個別化医療」を実践できるがん専門医療人を養成するため、主幹大学である

近畿大学を中心に、「7大学連携個別化がん医療実践者養成プラン」を始動します。始動に

あたり平成 29 年（2017 年）9月 19 日（火）、スイスホテル南海大阪にて、各大学代表者に

よる協定書の調印式を行います。 
 

【本件のポイント】 
● 多様化する新ニーズに対応した「個別化医療」を実践できる「がん専門医療人」を養成 

● 共同研究による「がんのゲノム情報に基づいたプレシジョン・メディシン※」の推進 

● ゲノム医療の実用化にかかせない「遺伝カウンセラー養成課程」の取得が可能 

※プレシジョン・メディシン（精密医療）：患者の個人レベルで最適な治療方法を分析・選択すること 

 

【本件の概要】 

同プランは近畿圏の国公私立大学の医学・看護学・薬学・理工学系の大学院研究科が相

互連携し、大学院生を対象に、多様化する新ニーズに対応した個別化医療を実践できるが

ん専門医療人を養成することを目的としています。 

ゲノム（遺伝情報）を活用する医療を大学間で共同研究し、一人ひとりに合った医療を

実用化する「ゲノムサイエンス」、専門家育成の新たな研究プログラムを策定する「教育イ

ノベーション」、医療機関と行政や NPO 法人などの連携体制を構築する「マルチパートナー

シップ・アライアンス」の 3つのタスクフォースを立ち上げ、患者中心の個別化医療を実

践できる多職種のがん専門医療人材の養成を目指します。 

 

■日 時：平成 29 年（2017 年）9月 19 日（火）18:00～19:30 

■場 所：スイスホテル南海大阪芙蓉Ａ 芙蓉Ｂ 

（大阪市中央区難波 5-1-60、南海電鉄「なんば駅」直結） 

■出席者：次頁に記載 

 

本件について取材をお願いします。ご出席いただける場合は、お手数ですが、別紙「取

材申込書」を FAX（072-365-8300）でご返送くださいますよう、お願いします。 

＜本資料配布先＞文部科学記者会、河南記者クラブ、大阪科学・大学記者クラブ 

東大阪市政記者クラブ、兵庫県教育記者クラブ、枚方市記者クラブ 

文部科学省 平成 29 年度研究拠点形成費等補助金 

「7 大学連携個別化がん医療実践者養成プラン」始動！ 
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【協定書調印式当日出席者】  

近畿大学 学長  塩﨑 均  （事業推進代表者） 

近畿大学 医学部長  伊木 雅之 

近畿大学 薬学部長  岩城 正宏 

近畿大学 理工学部長 藤原 尚 

大阪市立大学大学院 医学研究科長代行 日野 雅之 

大阪府立大学大学院 看護学研究科長  上野 昌江 

関西医科大学 学長 友田 幸一 

神戸市看護大学 学長 鈴木 志津枝 

神戸大学大学院 医学研究科長 的崎 尚 

兵庫医科大学 学長 野口 光一 

 

【本件の背景】 

わが国において、がん対策は社会問題であることから、この一環として、平成 19 年度(2007 年度)、

文部科学省大学改革推進等補助金事業「がんプロフェショナル養成プラン（がんプロ）」による多

職種のがん専門医療人材の養成が開始されました。本プランは、平成 24年度(2012 年度)から、「が

んプロフェショナル養成基盤推進プラン」へと発展的に拡充され、平成 28 年度(2016 年度)までの

5 年間で、全国でがん専門医療人材養成のための教育拠点が構築されました。拠点である近畿大学

は、阪神地区の医学、看護学、薬学系大学院研究科と連携して本事業に精力的に取り組んで参りま

した。過去 10 年間の成果は、がん専門医療人材養成のための教育・研究基盤の構築、多職種連携

チーム医療及び緩和ケアの推進等が挙げられ、本プランから輩出されたがん専門医療人が地域医療

の場で活躍することによって、わが国のがん診療全体の質の向上に貢献しています。 

近年、多様化するがん医療において直面する新たなニーズや課題への対応が求められています。

「ゲノム医療」の実用化に向けては、ゲノム情報に基づくがんの個別化医療を実現するための基盤

整備が課題であり、遺伝カウンセリング体制やゲノム研究の推進及びこれらに係る人材養成が必要

とされています。「希少がん」及び「小児がん」においては、専門医や医療機関等が不足している

こと、病理診断が困難であること、研究推進体制が不十分であること、小児がん患者・家族に対す

る医療や支援の提供体制の強化が課題であり、専門医及びチーム医療を実践できる人材養成が必要

とされています。AYA 世代、壮年層、高齢者といったライフステージごとに異なるがん患者の身体

的、精神・心理的、社会的問題等に適切に対応することが課題であり、様々な支援や緩和ケアを実

践し、「ライフステージに応じたがん対策」を推進できる医療人材養成が必要とされています。 

本プランでは、3 つのタスクフォース(TF)を立ち上げ、ゲノム医療、希少がん及び小児がん、ラ

イフステージに応じて生じる様々な課題等に対して取り組みます。具体的には、「TF1 ゲノム・サ

イエンス」では、遺伝カウンセラー養成を含めたがんゲノム医療を実用化するとともに連携大学間

及び産学官共同研究を推進、「TF 2 教育イノベーション」では、個別化医療実現のための革新的教

育プログラムを開発、「TF 3 マルチパートナーシップ・アライアンス」では、地域医療機関、自治

体・公的機関、各種職能団体、患者会、NPO 法人等との連携・支援体制を強化し、各タスクフォー

スが有機的に連携することによって、患者中心の個別化医療を実践できるがん専門医療人の養成を

目指します。 




